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衆議院議員 かめい善太郎
活動ニュース

国政活動レポート

2008年２月号
（第10号）

平素は、かめい善太郎に温かいご指導、ご支援を賜り、心から厚く御礼申し上げます。
かめい善太郎の国政活動レポートを送付致します。関係の皆さまに、ご回付いただきますよう、お願い申し上げます。

政策コラム ： 日々の活動の中でかめい善太郎が考えたこと、思うこと

ガソリンだけじゃない！！日本の危機を突破するために／通常国会はじまる

●ねじれ国会のもとで新しい流れの兆しも／１ヶ月の政治の動きを振り返る
1月15日には臨時国会が閉幕。国際社会への責任を果たすための新テロ対策法案を可決することができました。
そして、1月18日には第189回通常国会が開会。ねじれ国会の中での予算・関連法案の審議となります。民主党
は政局優先の" ガソリン国会" を謳っていましたが、皆さんもご存じのとおり、与党による" つなぎ法案" 提出、そ
の後の両院議長の斡旋によって、暫定税率の期限切れによる経済や生活の混乱は避けることができました。
これは、ねじれ国会でも真に国民のための政策協議プロセスが構築されようとしており、よい方向だと思います。

●道路ばかりでなく、予算の中身をしっかり吟味する国会に
議長斡旋に関わらず、道路整備については、しっかりと審議をしていか
なければいけません。本当に必要な道路なのか？といった根本的な問い
に答えることが必要です。
また、道路だけが予算ではありません。崩壊の危機と叫ばれている社会
保障制度の立て直し、調達構造の根本的な見直しも含めた安全保障の
再構築、消費者の動向と地域の実情を踏まえた（バラマキでない）農政
の確立、ものづくりや中小企業を中心とした雇用の確保と景気の安定
などなど・・・。そして、そのためには、官僚主導による従来型行政システ
ムの破壊と政治主導による新しい仕組みの創造が不可欠です。
真に納税者の立場で審議に取り組んでいきたいと思います。

●今月中に" 年金制度を抜本的に考える会" として「提言」を発表、与野党政策協議のたたき台に
底割れしてしまっている地域経済や国民生活を根本から支える政策に最優先に取り組まねばいけません。
ひとつには、３０歳を中心とした" 若年層の雇用促進・定着政策" です。これは尐子化対策にもつながります。
もうひとつには、すべての国民にとって最も身近で関心が高い" 年金制度の抜本改革" です。
今月中には、私自身が事務局として政策の詳細検討を重ねてきた「年金制度を抜本的に考える会」の「提言」を
とりまとめます。この「提言」は福田総理にもご説明することになっています。
国民の皆さんにとって、真に公平で、老後を安心して迎えることができる制度の構築を目指して、この提言を与
野党協議のたたき台とすべく、がんばっていきたいと思います。

かめい善太郎ホームページもご覧いただければ幸いです。 ご覧いただくには、検索エンジンで「かめい善太郎」と検索ください。

編集・発行： かめい善太郎事務所

全世帯アンケートにご協力に感謝、すべてのご意見に手紙で返信しています

10月末に地域の皆さんに「全世帯アンケート」をお願いしました。
あれから３か月、200通以上もの多くのご意見をいただくことができました。

これまで、いただいたご意見について、僕自身がひとつひとつ拝見し、分析しました。
また、それぞれのご意見には、僕自身の考えや活動状況も含めて、お手紙で回答させて
いただいています。（今も、12月以降にいただいた分に返信を書いています。）

全体としては「年金制度の抜本改革」が全体の3割を占める最も多いご要望でした。
次に多かったのが医療、介護について。産婦人科、小児科など医療の空白、制度変更に
振り回される現場、老老介護の深刻な現状など、切実な声をいただきました。
厳しい現実を直視し、皆さまの声に応える制度の再構築を図っていきたいと思います。
また、環境に関するご意見が多かったのも、特筆すべき点でした。

「政治は国民と共にある」ものであり、大きな声も小さな声もしっかりと活かすのが政治の役割です。
皆さまのご意見・ご要望を活かす政治に向けて、努力を重ねていきたいと思います。

活動日記から ： かめい善太郎の日々の活動をお知らせします

現場の声を介護制度設計に活かすため、
社会福祉法人の皆さんの声をうかがう

（1月28日）


